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今
年
四
月
に
、
川
村
会
長
が
「
熊
本
こ

す
も
す
園
」
に
来
園
さ
れ
講
話
を
い
た
だ

い
た
。
職
員
の
あ
る
べ
き
姿
を
淳
々
と
諭

さ
れ
、
そ
の
講
話
に
は
、
齢
（
よ
わ
い
）

九
十
四
才
と
な
ら
れ
る
会
長
か
ら
私
達
後

輩
へ
の
強
い
願
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

お
話
の
中
で
「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」

を
語
ら
れ
、
私
は
し
ば
し
想
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
欧
米
の
「
あ
い
さ
つ
」
は
相
手
へ

の
親
し
み
の
行
為
だ
が
、
私
た
ち
日
本
人

に
と
っ
て
は
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
る
の

で
は
…
。

　

先
の
大
戦
で
戦
勝
国
の
復
讐
劇
で
あ
る

「
東
京
裁
判
」
や
米
国
の
占
領
政
策
に
よ

り
、
神
道
は
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
「
神
道
」
は
宗
教
か
日
本

人
の
生
活
習
慣
か
は
論
者
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
お
社
（
や
し
ろ
）
は
私
達
に
身
近

な
存
在
で
あ
る
。
誰
で
も
神
社
で
お
は
ら

い
を
受
け
て
頭
が
す
っ
き
り
し
た
経
験
は

お
も
ち
だ
ろ
う
。
「
あ
い
さ
つ
」
も
お
は

ら
い
に
通
じ
、
心
の
邪
気
を
払
い
、
仕
事

の
「
Ｏ
Ｎ
」
「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」
の
気
持
ち
の
切

り
替
え
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

余
談
だ
が
、
あ
る
医
師
の
お
話
に
よ
る

と
、
人
間
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
闘
い
で
、

神
社
に
お
参
り
す
る
際
、
水
で
手
を
清
め

る
の
は
日
本
人
の
生
活
の
知
恵
か
ら
生
ま

れ
た
と
い
う
。

　

知
的
障
が
い
の
人
達
の
中
に
何
度
で
も

「
あ
い
さ
つ
」
を
す
る
方
が
い
る
が
、
そ

の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
「
共

生
社
会
」
の
実
現
に
寄
与
す
る
ヒ
ン
ト
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
の
度
、
三
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り

県
育
成
会
を
け
ん
引
し
て
こ
ら
れ
た
川
村

隼
秋
会
長
の
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
西
恵
美
で
す
。
重
度
の
知
的
障
が

い
の
あ
る
今
年
三
十
八
歳
に
な
る
娘
の
母

で
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
今
か
ら
七
十
年
ほ
ど
前

は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
の
多
く
は
家

族
が
世
話
を
さ
れ
、
家
の
中
で
ひ
っ
そ
り

と
暮
ら
し
て
お
ら
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
東
京
の
三
人
の
母

親
の
声
掛
け
で
始
ま
っ
た
育
成
会
活
動
は

熊
本
に
も
根
を
下
ろ
し
、
昭
和
三
十
一
年

「
く
ま
も
と
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
内
各
地
に

も
運
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
、
現
在
、

県
内
二
十
圏
域
で
育
成
会
活
動
が
続
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
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発
足
当
時
は
、
夫
は
仕
事
に
出
か
け
る

の
が
当
た
り
前
の
時
代
で
し
た
か
ら
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
集
い
、
悩
み
を
分
か
ち
合

い
な
が
ら
育
成
会
と
い
う
団
体
と
し
て
、

我
が
子
の
た
め
に
県
や
市
町
村
に
訴
え
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
今
、

私
た
ち
の
子
ど
も
達
は
、
学
校
に
行
き
、

卒
業
後
も
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
日

中
を
過
ご
し
た
り
、
支
援
を
受
け
な
が
ら

仕
事
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
に
は
本
当
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
が

近
は
、
た
く
さ
ん
の
情
報

が
す
ぐ
手
に
入
る
時
代
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
文
字

だ
け
で
会
話
を
す
る
方
が
増
え
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
も
充
実
し
て
き
た
お
か
げ
で
「
育
成

会
っ
て
必
要
な
の
？
」
と
言
わ
れ
る
方
も

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
果
た
し
て
、
本

当
に
育
成
会
は
必
要
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？･

･
･

　

今
は
、
働
く
お
母
さ
ん
や
、
シ
ン
グ
ル

で
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
増
え
、
仕
事
と
子
ど
も

の
世
話
の
両
立
を
ど
う
す
る
か
は
、
若
い

親
御
さ
ん
に
は
切
実
な
問
題
で
す
し
、
一

方
で
、
高
齢
の
親
と
子
の
様
々
な
課
題
も

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

　

人
口
も
減
少
に
転
じ
、
障
が
い
の
あ
る

私
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
お
母
ち
ゃ
ん

だ
け
で
な
く
、
お
父
ち
ゃ
ん
も
地
域
の
人

も
巻
き
込
ん
で
一
緒
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

課
題
満
載
の
今
、
会
長
を
引
き
受
け
る

に
あ
た
っ
て
は
悩
み
も
し
ま
し
た
が
、
私

も
『
こ
の
子
が
い
た
か
ら
、
自
分
の
人
生

大
変
だ
っ
た
わ
』
で
は
な
く
、
『
こ
の
子
が

い
た
か
ら
楽
し
か
っ
た
』
と
ほ
ほ
笑
ん
で

人
生
を
終
わ
ら
な
け
れ
ば
我
が
子
に
も
失

礼
だ
と
思
っ
て
、
少
し
が
ん
ば
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
育
成
会
活
動
は
ま
だ
ま
だ
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆

様
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、
少
し
だ
け
力
を

貸
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
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ー 共同募金配分交付式 ー

　令和５年度の共同募金配分が決まり、４月18日（火）

に交付式がありました。熊本県共同募金会の荒木会

長から川村会長に決定通知書が渡されました。事業

内容は次のとおりです。

事業名：絵手紙コンテスト・啓発キャラバン

隊等の活動事業

令
和
二
年
か
ら
感
染
拡
大
が
続
い
て
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
漸
く
衰
え

を
み
せ
、
五
月
八
日
に
『
５
類
』
移
行
が

決
定
。
厳
し
い
行
動
制
限
も
緩
和
さ
れ
て

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
、
五
年
後
の
熊
本
地
震
、
更
に
は

か
つ
て
な
い
風
水
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発

生
し
、
今
年
も
梅
雨
に
入
っ
て
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
世
界
の
食
糧
危
機

や
経
済
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
戦
争
が
終
る
こ
と
を
祈
る
毎

日
で
す
。

六
月
十
六
日
の
理
事
会
で
、
熊
本
県
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
を
退
任
し
、
顧
問

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
後
任
会
長
に
は
、

熊
本
市
育
成
会
の　

西　

惠
美
会
長
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

顧
み
る
と
、
平
成
元
年
六
月
、
熊
本
市

育
成
会
会
長
に
就
任
と
同
時
に
、
県
育
成

会
理
事
と
な
り
、
副
会
長
と
し
て
八
年
間
、

引
続
き
会
長
と
し
て
二
十
七
年
間
、
無
事

務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
公
私

会
長
退
任
に
あ
た
り

川 

村   

隼 

秋

共
に
格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
皆
さ
ま
方
の
お
か
げ
と
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
は
『
共
生
』
の
世
紀
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
は
「
障
害

者
の
権
利
条
約
」
が
発
効
し
、
国
内
的
に

は
「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
に
よ
る

福
祉
制
度
が
、
行
政
処
分
の
「
措
置
制
度
」

か
ら
「
契
約
制
度
」
へ
の
移
行
で
あ
り
ま

す
。
契
約
制
度
は
「
支
援
費
制
度
」
と
呼

ば
れ
、
二
年
後
に
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

と
な
り
、
更
に
七
年
後
の
平
成
二
十
四
年

に
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
し
て
障
害

者
福
祉
の
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
二
十
三
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
の
三

年
間
に
、
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
「
障
害

者
差
別
解
消
法
」「
精
神
保
健
福
祉
法
」「
優

先
調
達
促
進
法
」
な
ど
が
新
た
に
制
定
さ

れ
、
「
障
害
者
基
本
法
」
「
障
害
者
雇
用
促

進
法
」
な
ど
が
改
正
さ
れ
、
障
害
者
福
祉

の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

知
的
障
害
児
の
教
育
は
、
育
成
会
の
原

点
で
あ
り
ま
す
。
「
特
殊
学
級
」
か
ら
「
特

別
支
援
学
級
」
へ
、
「
養
護
学
校
」
は
「
特

別
支
援
学
校
」
へ
と
、
日
本
型
の
特
別
支

援
教
育
が
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
し

て
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
障

害
者
権
利
条
約
」
の
対
日
審
査
の
勧
告
で

は
、
障
害
児
も
普
通
学
級
で
共
に
学
ぶ
こ

と
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
あ
り
、
障
害
児

を
分
け
る
こ
と
が
将
来
の
差
別
に
つ
な
が

る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
入

所
施
設
の
あ
り
方
」
や
「
病
院
で
の
虐
待
」

な
ど
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

育
成
会
と
し
て
も
、
お
お
い
に
議
論
し
、

早
期
解
決
を
図
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

育
成
会
の
全
国
大
会
は
、
令
和
元
年

十
一
月
の
熊
本
大
会
以
来
、
三
年
ぶ
り
に

福
井
大
会
が
「
育
成
会
運
動
は
立
ち
止
ま

ら
な
い
～
新
た
な
第
一
歩
を
福
井
か
ら
～
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熊

本
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
一
人
ひ
と
り

を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
～
熊
本
の
こ
こ

ろ
を
全
国
に
～
」
、
本
人
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
助
け
合
い
、
励
ま
し
あ
っ
て
、
つ

な
ご
う
ば
い
」
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
め
げ
ず
育
成
会
活
動
の
原
点

で
あ
る
「
一
人
の
人
と
し
て
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
地
域
社
会
で
安
心
し
て
過
ご
せ

る
、
当
り
前
の
暮
ら
し
と
幸
せ
を
求
め
る
」

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
、
立
ち
止
ま

る
こ
と
な
く
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
に
な
り
ま
す
が
、
熊
本
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会

員
並
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
て
お
礼
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今後の県大会・九州大会・全国大会の開催予定地

年度 熊本県大会 九州大会 全国大会

令和 5年度 天草 第 62 回 福岡市 第８回 愛媛県

令和 6年度 宇城・宇土 第 63 回 宮崎県 第９回 秋田県

令和 7年度 山鹿 第 64 回 沖縄県 第 10 回 東京都

令和 8年度 熊本市 (70 周年記念大会 ) 第 65 回 福岡県 第 11 回 近畿ブロック

令和 9年度 芦北・人吉 第 66 回 長崎県 第 12 回 九州・沖縄ブロック

令和 10 年度 玉名郡 第 67 回 佐賀県 第 13 回 中国・四国ブロック

年金学習会用「教えて！障害基礎年金」
のＤＶＤ
　全育連権利擁

護センターで

は、年金学習会

用ＤＶＤ「教え

て！障害基礎年

金」を作成して

います。これは、

育成会が企画し

て特別支援学校

等において「障

害基礎年金学習

会」を開催す

る場合の手順や進め方などを説明したもので

す。ＤＶＤの借用、学習会の企画については

県育成会事務局にお尋ねください。

「
手
を
つ
な
ぐ
お
た
す
け
プ
ラ
ン
」

（
所
得
補
償
）
加
入
募
集

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
必
要
な
方
、
内
容
を
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
県
育
成
会
事
務
局
又

は
各
地
域
の
育
成
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本 の 紹 介 【全育連】より

《在庫あります》
購入をご希望の方は、県育成会事務局までお知らせくだ
さい。その他、これまでに発刊した書籍も購入できます。

家族はすったもんだ

自閉スペクトラム症
マイペースなきみに

「手をつなぐ」に連載
中の４コマ漫画が１
冊の本になりました

￥1,430（税込）

ひとりだち
（2021 改訂版）

ひとりだちを目指す
ための生活や仕事な
ど世の中のしくみを
知る手引きになる本

￥1,320（税込）
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熊本県手をつなぐ育成会大会　天草大会
　天草大会では、スローガンに「『ウィズコロナ』のも

と新しい育成会活動を天草から」と掲げ、ウィズコロナ

の時代にあっても育成会活動を通じて周りの人たちを巻

き込みながらつながりを感じることができる地域づくり

を天草から発信します。多くの会員の参加をお待ちして

います。

【大会の概要】
＜期日＞令和５年７月２９日（土）　　　　　　　　

　　　　１２：３０～１５：３０

＜会場＞天草市民センター

＜内容＞　※ユーチューブ配信を併用

　　１　開会式

　　２　記念講演　　　　　　　　　　　

　　　　講師　ＮＰＯ法人ステップバイステップ

　　　　　　　相談支援専門員　木場 紀代子　様

　　３　啓発体験

　　　　啓発キャラバン隊による疑似体験

　　４　閉会式　　　

＜本人部会＞
　　〇意見発表「きいてよ私の気持ち」

　　〇スポーツフェスティバル

　　〇ボウリング天草未来大橋（R5.2.25開通）

《県育成会ＨＰリニューアル》
　今年度、県手をつなぐ育成会のホームページをリ
ニューアルしました。トップページの項目を多くして
県育成会の活動やふれあい喫茶りんどうの様子をお伝
えできるようにしています。情報発信していきますの
で、お気づきの点がありましたらご連絡ください。

【２０２３絵手紙コンテスト開催】
〇今回の募集は、６月３０日で締め切りました。
多数のご応募ありがとうございました。

〇入賞・入選作品には賞状と記念品を進呈しま
す。また、「熊本県育成会大会天草大会」で
紹介・展示します。

令和５年度　県育成会の事業紹介
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令和５年度　知的障害者相談員

1 熊本 熊本市 堅島　陽子

2 熊本 熊本市 中村　淳子

3 熊本 熊本市 若松　真由美

4 熊本 熊本市 山本　博子

5 熊本 熊本市 國松　愛

6 宇城 宇土市 塘端　博子

7 宇城 宇城市 選定中

8 上益城 益城町 玉作　惠子

9 上益城 御船町 甲斐　武子

10 上益城 山都町 吉川　勲

11 菊池 菊池市 崎村　弥生

12 菊池 合志市 森　　泉

13 菊池 大津町 北村　豊子

14 有明 玉名市 井本　臣哉

15 有明 玉名市 宮　貴美代

16 有明 荒尾市 中川　さおり

17 有明 荒尾市 中嶋　真也

18 有明 南関町 北山　貴久子

No. 圏　域 市　町　村 氏　名 No. 圏　域 市　町　村 氏　名

19 有明 和水町 嶋添　由理子

20 鹿本 山鹿市 畠山　耕平

21 阿蘇 高森町 藤島　優香

22 阿蘇 西原村 廣瀨　るみ子

23 阿蘇 小国町 綿貫　美香

24 八代 八代市 庄野　末藏

25 八代 八代市 小嶋　ひろみ

26 八代 八代市 樽海　哲子 

27 八代 八代市 村山　紀美子

28 八代 八代市 畑中　和子

29 芦北 芦北町 岡部　初美

30 芦北 津奈木町 開田　いつみ

31 球磨 錦町 遠山　竜太

32 球磨 多良木町 吉田　

33 球磨 あさぎり町 福田　加代

34 天草 天草市 櫻田　由布子

35 天草 天草市 猪口志　真由美

36 天草 天草市 嶋津　美千代

※今年度の知的障害者相談員の方々です。連絡先等は、各市町村の担当窓口にお問い合わせください。

校長会で育成会活動を説明
　特別支援教育にかかわる校長先生方に、手をつなぐ育

成会の活動をさらに知っていただくために、校長会で川

村会長と甲斐事務局長から説明させていただきました。

大変貴重なお時間をいただき改めて感謝申し上げます。

①熊本県特別支援学校知的障がい教育校長会

　・期日：令和５年４月１４日（金）

　・会場：熊本テルサ

②熊本県特別支援学級等設置校長会理事会

　・期日：令和５年６月２日（金）

　・会場：熊本城ホール会議室

訃
報
の
お
知
ら
せ

　

去
る
五
月
三
十
一
日
に
、
宇
城
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
会
長
（
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
評
議
員
）
の
北
島
和
子
さ
ま
が
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
突
然
の
訃
報
の
知

ら
せ
に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
育
成
会
活
動
に
携
わ
り
、

常
に
会
員
や
本
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
発

言
や
行
動
す
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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　昭和３３年、手をつなぐ育成会「八代市支部」、昭和４９年に「八代郡支部」が結成され、
活動を開始しました。平成１８年の市町村合併に伴い両支部を統合し、「八代手をつなぐ
育成会」と名称を変更し現在に至ります。
　 コロナ禍での活動はいろいろと苦慮しましたが、「これは変
革の契機でもある。」と前向きに捉え、これまでの活動内容や
方法を見直しました。
　 例えば、懸案であったリーフレットの作成やＯＮＬＩＮＥ
による会議と研修、毎月第２土曜日の「気軽に相談室」の開
設などです。
　 本人部会では茶話会フリートーク、日帰り旅行、忘年会、
新年会、ボウリング大会などを実施しています。家族支援部
会では家族の方と支援者が共に学ぶ研修会やワークショップ
を年２回程度実施します。広報部会では、各部会の活動をフェ
イスブックで周知し、各活動の様子を取材し、会報紙「共に
生きる」を年２回発行しています
　 八代手をつなぐ育成会では、「誰もが住み慣れた地域で、安
心して暮らせる社会の構築」を目指して、育成会大会の実施
や行政への要望・政策の提言、「八代一斉クリーン作戦」、小・中・
特別支援学校や参加事業所への支援などに携わっています。

　山鹿ゆうあい園は、山鹿市にある地域活動支援センターです。当
事業所は、平成１８年９月に NPO法人として設立され、今年で
１７年目になります。
　設立当初から、知視覚訓練の一環としてさをり織りを利用した製
作活動を行っています。さをり織り製品としては、マフラー、ラン
チョンマット、コースター、ポーチ、バッグ等ボランティアの協力
を得ながら製作しています。
　また、毎日の選択的活動としては、ぬり絵、スクラッチアート、
折紙、絵画、書道、卓球、トランプ、散歩などがあり、利用者が自

分で決めて毎日楽しく活動して
います。
　さらに、全員で取り組む活動
として、芋植え、玉ねぎ・芋の
収穫、アルミ缶回収整理、調理
実習、ホウ酸団子づくりなどが
あります。

NPO法人山鹿ゆうあい園
（地域活動支援センターⅢ型）

地域育成会から

育成会事業所紹介

八代手をつなぐ育成会

さをり織りの作品

スクラッチアート製作 玉ねぎの収穫
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　宮野浩光さんはグループホームるぴなすに入所され、日中活動で多機能型施設るぴなすに通所していま
す。
　浩光さんはいろいろな仕事に挑戦され、特に釘打ちと掃除はるぴなすに通所されてからずっと行われて
います。最近では、週に 1回パン作りの仕事も始められ、作ったパンが売れるのをいつも楽しみにされて
います。パンを作る回数が増やせる様にと頑張って取り組まれています。
　仕事以外に浩光さんは絵を描くことが得意です。最近は『猫の絵』を描くことがブームとなっており、
図鑑や写真を見ながら、色塗りを含め 1時間ほどで完成されます。また、浩光さん自身で考えた猫のキャ
ラクターも描かれます。猫のキャラクターは、販売している布巾のデザインにもなっており、お客様から
も「かわいい」と言う声をもらっています。描かれた絵は、るぴなすやグループホームに飾っており、作
品を見る度に新しい作品作りと作品展の展示に向けて意欲を出しています。今は、大きな用紙にたくさん
の猫の絵を描くか大きな虎の絵を描くかで悩んでいます。
　大作の完成に向けて浩光さんと相談をしていこうと思います。

宮野 浩光さん

（玉名郡玉東町　多機能型施設るぴなす）
な か ま



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和５年７月１日 (8)第 35 号

　本校は、昭和 49年に天草地域唯一の知的障がい特別支援学校（当時は養護学校）として開校しました。本

年度は創立 50年という大きな節目を迎え、式典の開催、記念誌の発行、種々の行事を企画しています。これ

までお世話になった地域の方々と共にお祝いができればと考えています。

　本年度は、小学部 25 人（7学級）、中学部 15 人（5学級）、高等部 56 人（9学級）、計 96 人（21 学級）、

教職員63人でスタートしました。令和4年度には、高等部が天草拓心高等学校本渡校舎敷地内に移転しました。

地域の方々の御理解と御協力もあり、高等

部の生徒たちも落ち着いて学校生活を送る

ことができています。今後、更に天草拓心

高等学校や地域の方々との連携を深め、安

全・安心を確保しつつ充実した教育活動を

展開していきたいと考えています。今後と

も御支援いただきますよう、よろしくお願

い申し上げます。

　本校は昭和 22 年に開校。今年で創立 77 年を迎えています。
生徒数４５９名、教職員数４７名、学級数は１７学級、内特別支
援学級は４学級（知的１、自閉症・情緒２、肢体不自由１)です。
今年度から新たに「通級指導教室」が開設され、生徒一人一人の
教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実に取り組んでいます。
　校訓「たくましく（体）、美しく（徳）、誇り高く（知）」、学校
教育目標「自立・協働・創造」～みんなの笑顔があふれる学校～
を掲げ、個別最適な学び、協働的な学びの実現に向けた学習活
動を進めています。今年度の生徒会スローガンは「大中同心～
let's connect ～」です。様々な行事に向かって生徒の思いや気
持ちを一緒にして取り組んでいこうというものです。
　今年度のひまわり１（知的学級）は６名（３年生４名、２年生
２名）の生徒が在籍しています。生徒一人一人の実態に合わせて
教育課程を組み、各自の進路実現に向けて日々学習しています。
卒業後や将来の生活を見据え、作業などの「働く活動」に計画的
に取り組んでいます。学校の畑で野菜を栽培して、収穫した野菜
は調理活動に使ったり、校内販売をしたりしています。また、大
津町特別支援学級主催で行っている「なかよしフェスタ」に向け
て作業製品づくりに取り組み、昨年度はクリスマスと正月飾りの
リースを作り、たくさんのお客様に買っていただきました。地域
の中で学ぶ良さを最大限に生かして毎日の学校生活に取り組んで
います。

熊本県立天草支援学校

大津町立大津中学校

特別支援学校・特別支援学級紹介
例年、学校の様子を紹介していただいて
います。今回は、熊本県立天草支援学校
と大津町立大津中学校からの紹介です。
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熊本県からのお知らせ



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和５年７月１日 (10)第 35 号
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役　　職 氏　　名 所　　　属

会 長 西　　 惠 美 熊本市育成会

副 会 長 堤 田　 照 一 天草白い雲の会

副 会 長 田 上　 明 利 山鹿市育成会

副 会 長 鶴 田　 由 美 県特研会長（特）

常 務 理 事 甲 斐　 憲 彦 事務局長（特）

理 　 事 沼 田　 宗 生 熊本こすもす園長（特）

理 　 事 加 藤 貴 一 郎 学識経験者

理 　 事 石 田　 浩 一 芦北郡育成会

理 　 事 髙 橋　 次 郎 熊本市育成会

理 　 事 作 本　 弘 美 宇城市　（特）

理 　 事 蓑 田　　 保 八代育成会

理 　 事 有 働　 悦 久 菊池圏域育成会

理 　 事 中 川 さ お り 荒尾市育成会

【理　事】

役　　職 氏　　名 所　　　属

監 　 事 仲 次　 利 光 税理士

監 　 事 服 部　 法 義 元福祉施設長

【監　事】

役　　職 氏　　名 所　　　属

評 議 員 中 村　 立 行 学識経験者

評 議 員 中 村　 敬 子 学識経験者

評 議 員 武 元　 典 雅 施設協会会長（学）

評 議 員 山 口　 幸 明 長洲町育成会

評 議 員 谷 口　 建 太 玉名市育成会

評 議 員 新　　 浩 二 天草白い雲の会

評 議 員 上 野 希 久 代 宇土市育成会

評 議 員 片 山　 直 広 山鹿市育成会

評 議 員 坂 本　 敦 子 熊本市育成会

評 議 員 中 原　 長 美 八代育成会

評 議 員 甲 斐　 純 代 学識経験者

評 議 員 宗 像 千 登 世 ひとよし育成会

評 議 員 永 田　 文 子 こすもす園家族の会

【評 議 員】

令和５年度
社会福祉法人　熊本県手をつなぐ育成会　評議員・理事・監事
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こ
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。

　

な
か
よ
し
学
級
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

み
ん
な
で
考
え
て
、
み
ん
な
で
で
き
て
、

み
ん
な
で
楽
し
め
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

R5.6.16 現在



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和５年７月１日 (12)第 35 号

会　　　　名 代表者名 郵便番号 連絡先（事務局等）住所
電 　 話

Ｆ Ａ Ｘ

熊本市
手をつなぐ育成会

西　　惠美 860-0004 熊本市中央区新町 2丁目 4 － 27
096-352-0010

096-352-1459

八代
手をつなぐ育成会

蓑田　　保 866-0084 八代市植柳新町 2丁目 26-3
0965-32-2550

0965-32-2550

山鹿市
手をつなぐ育成会

栗川　亮一 861-0501
山鹿市中 619-3

もくせい学園

0968-44-7647

0968-44-7664

玉名市
手をつなぐ育成会

作本　幸男 865-0003
玉名市溝上字田代 527-1

ＷＡＫＡＢＡ

0968-74-1628

0968-86-8617

ひとよし
手をつなぐ育成会

宗像千登世 868-0036
人吉市二日町 17-1

白いキャンバス

0966-22-6399

0966-32-7577

宇土市
手をつなぐ育成会

井上　みか 869-0424 宇土市神馬町761
0964-23-1722

0964-37-0117

宇城
手をつなぐ育成会

　　　　　　　調整中

荒尾市
手をつなぐ育成会

中川さおり 864-0015 荒尾市平山1637　　 
090-7580-3967

0968-66-3740

天草白い雲の会 堤田　照一 863-0002
天草市本渡町本戸馬場2179-1

天草本渡青年会議所内

0969-24-0718

0969-24-0723

芦北郡
手をつなぐ育成会

石田　浩一 869-5442 芦北郡芦北町大字花岡1702-13
0966-82-3560

0966-82-3560

菊池圏域
手をつなぐ育成会

有働　悦久 869-1207
菊池市旭志新明699-2　

就労支援センターふくとく

0968-37-3772

0968-37-3782

玉名郡　長洲町
手をつなぐ育成会

山口　幸明 869-0105
玉名郡長洲町清源寺3246

ひまわりの里

0968-78-0589

0968-85-7755

熊本こすもす園家族の会 永田　文子 861-4301 宇城市豊野町糸石2600-1 C-2
090-3419-4158

玉名郡　玉東町
手をつなぐ育成会

福島　貴志 869-0311
玉名郡玉東町二俣72

るぴなす

0968-84-7858

0968-84-7858

山鹿市　手をつなぐ育成会
山鹿分会

田上　明利 861-0501
山鹿市山鹿1328-1　

山鹿ゆうあい園

0968-43-8518

0968-43-8518

山鹿市　手をつなぐ育成会
鹿本分会

冨田　徹也 861-0304
山鹿市鹿本町御宇田258

鹿本小学校

0968-46-2067

0968-46-5875

山鹿市　手をつなぐ育成会 
菊鹿分会

田中　由紀 861-0405
山鹿市菊鹿町下永野841番地

菊鹿小学校

0968-48-2016

0968-48-3691

山鹿市　手をつなぐ育成会
米野岳校区分会

帆足　岸子 861-0535
山鹿市南島1125

めのだけ小学校

0968-43-1179

0968-42-8277

山鹿市　手をつなぐ育成会
鹿北分会

酒井　洋史 861-0601
山鹿市鹿北町四丁1469-1

鹿北小学校

0968-32-3334

0968-32-3338

上益城郡　益城町
手をつなぐ育成会

濱田　龍郎 861-2235
上益城郡益城町福富772　

九州ラーメン党そよかぜ福祉作業所

096-287-8223

096-287-8230

 令和５年度　地域育成会一覧令和５年度　地域育成会一覧

　この度、松井眞代子会長からのバトンを引き継ぎ、玉東町育成会会長に就任しまし
た福島貴志です。今までの活動の願いを引き継ぎ、玉東町の障がい当事者・ご家族を
中心に、障がい福祉の充実と共生社会の実現に努めていきたいと思います。｠

     玉東町手をつなぐ育成会会長
     社会福祉法人　るぴなす会
     （特活）自立応援団　理事長　福島貴志

地域育成会の新しい顔を紹介します。こんにちは！



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 35 号(13) 令和５年７月１日

 令和５年度令和５年度

　全国手をつなぐ事業所協議会  加盟事業所　全国手をつなぐ事業所協議会  加盟事業所

№ 会　　　　名 郵便番号 住　　　　所 電話・ＦＡＸ

1 第二ぎんなん作業所 862-0975 熊本県熊本市中央区新屋敷 3-9-7
096-371-9381

096-371-9381

2 ふれあいワ―ク 861-8006 熊本県熊本市北区龍田９丁目 2-21
096-338-4213

096-338-4213

3 山鹿ゆうあい園 861-0501 熊本県山鹿市山鹿 1328-1
0968-43-8518

0968-43-8518

4 まつの木作業所 869-0532 熊本県宇城市松橋町久具 2440
0964-32-3500

0964-32-3634

5 るぴなす 869-0311 熊本県玉名郡玉東町二俣 72
0968-84-7858

0968-84-7858

6 まんさく園 866-0885 熊本県八代市永碇町961-1
0965-31-7440

0965-32-1400

7 白いキャンバス 868-0036 熊本県人吉市二日町 17-1
0966-22-6399

0966-32-7577

8 カムワ―クたんぽぽ 868-0502 熊本県球磨郡多良木町黒肥地1625-4
0966-42-6114

0966-42-6114

9 のぞみ作業所 863-0022 熊本県天草市栄町4-13
0969-22-7485

0969-22-7485

10 みのり 866-0802 熊本県八代市妙見町2377-3
0965-30-0701

0965-30-0702

11 花梨の家　わがんせ 864-0041 熊本県荒尾市荒尾1694-1
0968-62-1175

0968-62-1175

12 アート工房　クレヨンの森 868-0302 熊本県球磨郡錦町一武2196-2
0966-38-2435

0966-38-2435

13 ＷＡＫＡＢＡ 865-0003 熊本県玉名市溝上字田代527番地1
0968-74-1628

0968-86-8617

14 カサ・チコ 861-4171 熊本県熊本市南区御幸西2-659-3
096-223-8710

096-223-8711

15 サンシャインワークス 861-1115 熊本県合志市豊岡2000-1653
096-248-7273

096-248-7274

16 就労支援センター ふくとく 869-1207 熊本県菊池市旭志新明 699-2
0968-37-3772

0968-37-3782

17 そよかぜ福祉作業所 861-2235 熊本県上益城郡益城町福富 772
096-287-8223

096-287-8230

18 なずな工房 861-4151 熊本市南区富合町清藤 88-2
096-358-0023

096-243-0727

19 就労支援センターくまもと 861-5535 熊本市北区貢町 780-8
096-288-1752

096-288-1753

20 こまちの森 861-0125 熊本市北区植木町小野 128
096-273-2705

096-273-2705

21 八代農林 866-0005 熊本県八代市郡築八番町 75
0965-46-5770

0965-46-5771

22 もやいの丘 861-8045 熊本県熊本市東区小山2丁目27-13
096-349-0206



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和５年７月１日 (14)第 35 号

県庁内喫茶店　「 ふれあい喫茶りんどう」 から

熊本こすもす園から

日替わりランチ

６００円

お食事

　「ふれあい喫茶　りんどう」のご利用ありがとうございます。

新型コロナの影響も徐々に収まり、ようやく客席などの制限が

なくなったことに安堵しています。長い間、お客様にはご不自

由をおかけしました。これまで以上のご愛顧とお力添えをお願

いいたします。

　交流スペースには、５月から「アート工房クレヨンの森」（球

磨郡錦町）のさをりと絵画を展示しています。購入も可能です

のでご希望の方は店員までお知らせください。また、「なずな工

房」さん（熊本市南区富合町）の協力でマドレーヌ（１５０円）

を販売しています。コーヒーや紅茶と一緒にお召し上がりくだ

さい。お持ち帰りもできます。

　昨年 11 月から物価高騰のために飲み物と食事の価格を改定

させていただきました。皆様には大変ご負担をおかけしますが

ご理解をお願いいたします。

　熊本こすもす園は、熊本県が昭和６２年５月、知的障がい者入所

授産施設として開設し、運営については、社会福祉法人熊本県手を

つなぐ育成会が受託しました。そして、平成１８年には、指定管理

者制度による運営受託となり、平成２２年には、建物が県から法人

に譲渡され、完全民営化としての運営になりました。

　令和４年で創立３５周年を迎え、１１月２３日に創立３５周年記

念式典とこすもす秋の大感謝祭を同時開催する予定でしたが、利用

者の方々や職員が新型コロナウイルスに感染したため開催できませ

んでした。

　また、平成２３年１２月に運営を開始した、就労継続支援Ａ型事

業所ハリウッドは、営業売上だけでは利用者の方々の賃金を支払う

ことができない状態が続いていましたので、令和５年３月をもって

運営を終了しました。１１年間にわたりご利用いただいた利用者の

方々、ご愛顧いただいたお客様には深く感謝申し上げます。

　今後は、令和３年度から休止していました就労移行支援を再開し、

障がい者の方々の一般就労に向けた支援を強化してまいります。

　障害福祉サービス事業者は、将来的には、入所系は強度行動障害

者への支援、就労系は障がい者の一般就労に向けた支援がより求め

られていくと予想されます。今後、熊本こすもす園は、これらの専

門性をより高めていく所存ですので、皆様からもご意見、ご要望を

お寄せください。

ブレンドコーヒー 　４００円

炭焼きコーヒー 　４５０円

有機栽培コーヒー 　４５０円



熊本県手をつなぐ育成会会報 第 35 号(15) 令和５年７月１日

令
和
４
年
度　

熊
本
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
業
実
施
概
要
報
告

令和5年 3月31日現在

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

流動資産 3,791,625 流動負債 577,874
　現金預金 3,612,154 　事業未払金 125,533
　事業未収金 179,471 　預り金 0

　職員預り金 120,095
　賞与引当金 332,246

固定資産 1,384,043 固定負債 0
　基本財産 1,000,000 負債の部合計 577,874
　　定期預金 1,000,000 純　資　産　の　部
　その他の固定資産 384,043 基本金 1,000,000
　　器具及び備品 2 　基本金 1,000,000
　　災害見舞金基金 384,041 その他の積立金 384,041

　災害見舞金基金積立金 384,041
次期繰越活動収支差額 3,213,753
（うち当期活動収支差額） △ 547,762

純資産の部合計 4,597,794
資産の部合計 5,175,668 負債及び純資産の部合計 5,175,668

　　自 令和 4 年 4月1日　至 令和 5年 3月31日

勘　　定　　科　　目 金　　　額
事
業
活
動
に
よ
る
収
入

　　会費収入 2,421,500
　　経常経費補助金収入 2,397,240
　　寄附金収入 355,124
　　受託金収入 92,800
　　負担金収入 1,303,450
　　雑収入 854,694
　　受取利息配当金収入 53

そ
の
他

　　災害見舞金取崩収入 0
　　事業区分間繰入金収入 4,200,000
　事業収入計 11,624,861

事
業
活
動
に
よ
る
支
出

　　人件費支出 7,621,380
　　事務費支出 2,605,126
　　事業費支出 261,427
　　分担金支出 1,596,350
　　助成金支出 88,340
　　災害見舞金基金支出 0
　事業支出計 12,172,623

当期資金収支差額合計 △ 547,762
前期末支払資金残高 4,093,759
当期末支払資金残高 3,545,997

４
月　

九
育
連
役
員
会
（
第
１
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
：
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

26
日

5
月　

監
事
に
よ
る
監
査
（
熊
本
こ
す
も
す
園
） 

18
日

　
　
　

く
ま
も
と
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
運
動
公
園
） 

22
日

　
　
　

第
１
回
理
事
会 

26
日

６
月　

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会 

1
日

　
　
　

定
時
評
議
員
会 

10
日

　
　
　

第
２
回
理
事
会
・
表
彰
者
選
考
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
書
面
に
よ
る
決
議
に
変
更
） 　
　

　
　
　

全
育
連
総
会
（
東
京
：
オ
ン
ラ
イ
ン
） 
29
日

７
月　

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
選
考
委
員
会 

7
日

　
　
　

県
育
成
会
大
会
荒
尾
市
大
会

　
　
　
　
　
　
　

（
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

24
日

８
月　

県
議
会
厚
生
常
任
委
員
会
視
察 

23
日

　
　
　

県
と
の
意
見
交
換
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

24
日

９
月　

喫
茶
り
ん
ど
う
運
営
委
員
会 

5
日

　
　
　

全
育
連
本
人
活
動
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

6
日

　
　
　

九
育
連
役
員
会
（
第
２
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
：
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

8
日

　
　
　

第
３
回
理
事
会 

15
日

　
　
　

熊
本
こ
す
も
す
園
指
導
監
査 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
熊
本
こ
す
も
す
園
） 

22
日

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
９
月
開
催
） 

29
日

10
月　

赤
い
羽
根
空
の
第
１
便
伝
達
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
コ
コ
サ
前
） 

1
日

　
　
　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・

　
　
　
　

熊
本
地
区
大
会
開
会
式
（
市
体
育
館
） 

2
日

　
　
　

全
育
連
本
人
大
会
（
第
２
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
：
希
望
壮
） 

9
日

　
　
　

県
へ
の
要
望
書
提
出
（
特
別
支
援
教
育
課
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
者
支
援
課
） 

25
日

11
月　

総
務
企
画
・
組
織
財
政
合
同
委
員
会 

14
日

　
　
　

ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
展
開
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
県
立
美
術
館
） 

16
日

　
　
　

県
立
鏡
わ
か
あ
ゆ
高
等
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
校
記
念
式
典 

19
日

　
　
　

全
育
連
全
国
大
会
福
井
大
会
（
福
井
） 

20
日

　
　
　

く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展
開
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
県
立
美
術
館
分
館
） 

22
日

　
　
　

熊
本
こ
す
も
す
園
創
立
35
周
年
式
典
（
中
止
）　

　
　
　

全
育
連
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
部
経
理
監
査
（
前
期
） 

28
日

12
月　

第
４
回
理
事
会 

2
日

　
　
　

令
和
４
年
度
知
的
障
が
い
者
相
談
員
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　

（
県
庁
地
下
大
会
議
室
） 

8
日

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
12
月
開
催
） 

15
日

　
　
　

全
育
連
本
人
活
動
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

19
日

１
月　

Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
出
店

　
　
　
　
　

 

　

（
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
）  

　

28
・
29
日

　
　
　

要
望
書
に
関
す
る
県
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
交
換
会
（
県
庁
） 

31
日

２
月　

令
和
４
年
度
事
業
所
協
議
会
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
熊
本
市
希
望
荘
） 

13
日

　
　
　

熊
本
こ
す
も
す
園
改
善
委
員
会
・

　
　
　
　

永
年
勤
続
表
彰
（
熊
本
こ
す
も
す
園
） 
15
日

　
　
　

全
育
連
本
人
活
動
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

17
日

　
　
　

九
育
連
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
：
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

24
日

３
月　

内
部
経
理
監
査
（
後
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
熊
本
こ
す
も
す
園
） 

3
日

　
　
　

全
育
連
代
表
・
事
務
局
長
合
同
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

9
日

　
　
　

第
５
回
理
事
会 

10
日

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
３
月
開
催
） 

16
日

　
　
　

全
育
連
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

30
日

法人本部会計貸借対照表

法人本部会計資金収支計算書



熊本県手をつなぐ育成会会報 令和５年７月１日 (16)第 35 号

　

「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、
一
般
社
団
法
人

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
が
編

集
・
発
刊
す
る
機
関
誌
で
す
。

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
に
関

す
る
問
題
や
福
祉
施
策
の

新
情
報
か

ら
、
全
国
各
地
の
先
進
的
な
取
り
組
み
、

著
名
人
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。
是
非
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

　

各
地
域
育
成
会
で
十
冊
以
上
ま
と
め

て
購
入
い
た
だ
く
と
、
地
区
助
成
費
が

あ
り
、
活
動
資
金
と
な
り
ま
す
。

９
月　

第
3
回 

理
事
会 

（
14
日
：
木
）

　
　
　

臨
時
評
議
員
会
（
9
月
開
催
：
予
定
） 

（
22
日
：
金
）

　
　
　

知
的
障
害
者
相
談
員
研
修
会 

（
未
定
・
県
庁
）

10
月　

九
育
連
役
員
会
② 

（
福
岡
市
・
７
日
：
土
）

　
　
　

第
62
回
九
州
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
　
　

 
福
岡
市
大
会
（
８
日
：
日
）

　
　
　

県
行
政
施
策
等
に
関
す
る
要
望
書
提
出

　
　
　

特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

 

（
鹿
児
島
市
・
28
日
：
土
～
31
日
：
月
）

11
月　

内
部
経
理
監
査
（
前
期
）（
未
定
：
熊
本
こ
す
も
す
園
）

　
　
　

要
望
書
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　
　
　

 

（
特
別
支
援
教
育
課
・
障
が
い
者
支
援
課
：
未
定
）

　
　
　

く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展

　
　
　

 

（
県
立
美
術
館
本
館
・
７
日
：
火
～
12
日
：
日
）

　
　
　

第
43
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　

 

（
愛
知
県
・
17
日
：
金
～
19
日
：
日
）

12
月　

第
４
回 

理
事
会 

（
１
日
：
金
）

　
　
　

障
が
い
者
週
間 

（
３
日
：
日
～
９
日
：
土
）

　
　
　

臨
時
評
議
員
会 

（
12
月
開
催
：
予
定
）
（
15
日
：
金
）

　
　
　

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（
未
定
）

１
月　

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
全
国
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
大
会 

（
27
日
：
土
・
28
日
：
日
）

　
　
　

全
国
育
成
会
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー 

（
未
定
）

　
　
　

Ｊ
Ａ
植
木
祭
り
へ
の
出
店

２
月　

九
育
連
役
員
会
③ 

（
福
岡
市
・
未
定
）

　
　
　

事
業
所
協
議
会
研
修
会 

（
14
日
：
水
）
（
予
定
）

　
　
　

令
和
５
年
度
全
国
手
を
つ
な
ぐ
事
業
所
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
研
修
大
会 

（
長
崎
市
・
24
日
：
土
）

３
月　

育
成
会
代
表
者
及
び
事
務
局
長
合
同
会
議

　
　
　

 

（
東
京
・
未
定
）

　
　
　

全
国
育
成
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
行
政
説
明 （
東
京
・
未
定
）

　
　
　

内
部
経
理
監
査
（
後
期
） （
未
定
：
熊
本
こ
す
も
す
園
）

　
　
　

第
５
回 

理
事
会 

（
８
日
：
金
）

　
　
　

臨
時
評
議
員
会 

（
３
月
開
催
：
予
定
）
（
14
日
：
木
）

（
令
和
５
年
度
後
期
行
事
予
定
）

  

編
集
後
記 



　
「
心
と
こ
こ
ろ
」
第
35
号
を
発
刊
す

る
に
あ
た
り
、
関
係
機
関
・
学
校
及
び

地
域
育
成
会
・
事
業
所
等
の
皆
様
に
は

原
稿
の
執
筆
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

30
余
年
に
わ
た
り
会
長
と
し
て
県
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
を
け
ん
引
さ
れ
た
川

村
会
長
が
ご
勇
退
さ
れ
、
新
し
く
西
会

長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
川
村
会
長
に

お
か
れ
て
は
、
今
後
も
県
育
成
会
を
見

守
り
、ご
助
言
を
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
西
会
長
の
も
と
、
新
し
い
体
制

へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
よ

う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
県
大
会
は
、
天
草
市
で
開
催

し
ま
す
。
令
和
２
年
に
「
天
草
白
い
雲

の
会
発
足
50
周
年
」
に
あ
わ
せ
て
開
催

す
る
予
定
で
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
た

め
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
開
催
に

あ
た
り
、
天
草
白
い
雲
の
会
を
は
じ
め

関
係
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
特
に
今
回
は
、
本
人
部
会
の

集
合
開
催
が
久
し
ぶ
り
に
実
現
し
ま
し

た
。
天
草
に
集
ま
り
、
自
分
の
思
い
を

伝
え
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
し

て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
か
ら
始
め
た
絵
手
紙
コ
ン

テ
ス
ト
は
今
年
で
４
回
目
で
す
。毎
年
、

学
校
や
事
業
所
か
ら
１
５
０
点
以
上
の

応
募
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、
県
外
に

住
む
本
県
出
身
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
入
賞
・
入
選
作
品
は
県
大
会

天
草
大
会
で
ご
披
露
し
ま
す
の
で
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

元
気
の
出
る
情
報
・
交
流
誌

「
手
を
つ
な
ぐ
」
購
読
の
ご
案
内

一
部　
　
　
　
　

四
〇
〇
円
（
月
刊
）

年
間
購
読
料　

三
九
〇
〇
円

※
詳
し
く
は
、
県
育
成
会
へ

　

☎
（
〇
九
六
）
三
五
二
ー
四
一
四
九

御
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
熊
本
県
本
部　

様

浅　

川　

信　

治　
　

様

川　

村　

隼　

秋　
　

様

西　
　
　

有　

司　
　

様

石　

田　

浩　

一　
　

様

甲　

斐　

憲　

彦　
　

様

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

賛助会員募集中 !!
　知的障がいのある人たちの福祉の向上のために、

　賛助会員を募集しています。

　・個人会費　　１口　　２，０００円

　・団体会費　　１口　１０，０００円

　　　　　　【問い合わせ】☎　０９６－３５２－４１４９

賛
助
会
員

堅
島　

陽
子

沼
田　

宗
生

松
本
か
お
る

北
岡　

真
利

山
田　

敏
也

川
田
和
歌
子

今
田　

真
理

橋
口　

元

麥
生
田
直
子

中
吉　

良
太

中
原
裕
久
子

木
村　

淳
樹

竹
田
な
つ
み

山
岡
ま
ゆ
み

坂
田　

茂

島
田　

幸
喜

北
園　

智
哉

城
下　

詩
織

後
藤　

純
子

作
田　

幸
廣

足
立　

安
隆

高
濱
智
重
巳

坂
口　

歩
美

鹿
山　

仁

吉
山　

尚
吾

喜
讀　

浩
太

中
川　

恵
里

尾
田　

良
子

飯
田　

美
喜

坂
本　

浩
子

石
原　

浩
平

中
吉
奈
緒
美

永
野
健
太
郎

後
藤　

浩
史

伊
藤　

澄
江

叶
田　

宏
一

坂
梨　

正
男

内
田
百
合
子

村
上
ち
え
子

西
本　

美
香

桑
原　

美
生

社会福祉法人　熊本県手をつなぐ育成会
メールアドレス：kuma-ikusei@basil.ocn.ne.jp　ホームページ：http://kosumosuen.com/ikuseikai/index.html（熊本こすもす園ＨＰ内）


